

























　そして、政権交代にともなう制度改革の再検討がおこなわれることになり、2011 年 1 月の
中教審の中間報告につづいて、2012 年 8 月に「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総
合的な向上方策について」の答申が行われた。この、答申の主な内容は、
　①教育委員会と大学との連携・協働による教職生活の全体を通じた一体的な改革
　②新たな学びを支える教員の養成
　③学び続ける教員を支援する仕組みの構築
　④教員養成改革の方向性として、基本的に教員養成を修士レベル化し、一般免許状、基礎免
　　許状、専門免許状を創設
　⑤多様な人材の登用の促進
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